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吉
村
　
典
子
（
よ
し
む
ら
・
の
り
こ
）
１
９
６

５
年
愛
知
県
生
ま
れ
。
京
都
工
芸
繊
維
大
学
大

学
院
博
士
後
期
課
程
修
了
・
学
術
博
士
。
２
０

０
２
年
宮
城
学
院
女
子
大
学
英
文
学
科
助
教
授

着
任
を
経
て
現
職
。
こ
の
間
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

＆
ア
ル
バ
ー
ト
美
術
館
（
英
国
）
の
客
員
研
究

員
、
イ
ェ
ー
ル
大
学

英
国
美
術
研
究
所

（
米
国
）
の
招
聘
研

究
員
と
し
て
英
国
文

化
研
究
に
従
事
。
専

門
は
英
国
の
美
術
・

建
築
・
デ
ザ
イ
ン
史
。

な
る
授
業
運
営
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
力
を
伸
ば
し
、

学
生
が
「E

n
g
lish

 L
e
a
rn

e
r

か

らE
n
g
lish

 U
ser

」
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

　
同
時
に
、
流
暢
さ
や
円
滑
さ
だ

け
で
は
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
あ
り
方
を
問
う
の
が
、
新
学

科
の
特
筆
す
べ
き
点
で
す
。「
英

語
」
を
入
口
と
し
ま
す
が
、
母
語

や
他
の
外
国
語
も
含
め
て
、
広
く

「
こ
と
ば
」
に
向
き
合
っ
て
い
き

ま
す
。
音
声
言
語
か
ら
手
話
言
語

ま
で
多
様
な
か
た
ち
で
存
在
す
る

査
」
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
こ
れ

は
「C

A
N

-D
O

リ
ス
ト
」
等
を
参

照
し
た
英
語
力
で
あ
る
た
め
、
主

に
、
英
語
を
使
っ
た
「
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
」
力
の
伸
長
が
低
迷
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
新
学
科

は
、
明
治
19
年
（
１
８
８
６
）
の

宮
城
女
学
校
設
立
か
ら
昭
和
24

年
（
１
９
４
９
）
開
設
の
学
芸
学

部
英
文
学
科
ま
で
連
綿
と
続
く
英

語
教
育
の
歴
史
と
伝
統
を
受
け
継

ぎ
、
多
様
化
す
る
学
生
の
能
力
や

資
質
を
み
な
が
ら
、
レ
ヴ
ェ
ル
に

あ
っ
た
ク
ラ
ス
と
学
生
が
主
体
と

吉村　典子

力
を
も
っ
て
、
人
や
社
会
と
繋
が

る
こ
と
の
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
回
路
を
構
築
し
、
省
察

を
通
し
て
、
考
え
を
発
展
的
に
積

み
上
げ
て
い
け
る
よ
う
な
創
造
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

育
成
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

　
対
話
型
ゼ
ミ
の
ほ
か
、
国
内
外

研
修
、
地
域
取
材
、
留
学
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
の
様
々
な
場
に

身
を
置
い
て
経
験
を
積
み
重
ね
ら

れ
る
こ
と
も
新
学
科
の
特
色
で

す
。
以
上
の
よ
う
な
学
び
と
経
験

を
経
て
、
眼
前
の
問
題
を
俯
瞰
的

に
見
る
中
で
自
分
の
立
ち
位
置
を

考
え
、
社
会
に
自
分
の
こ
と
ば
で

主
体
的
に
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る

能
力
を
育
て
ま
す
。

　
こ
う
し
た
能
力
が
あ
る
こ
と

で
、
一
般
企
業
で
は
総
合
職
に
就

く
割
合
が
増
え
、
キ
ャ
リ
ア
形
成

に
お
い
て
は
、
管
理
職
に
就
く
女

性
が
増
え
る
と
い
う
社
会
的
課
題

に
も
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
期
し

て
い
ま
す
。

と
表
記
）
の
開
設
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
社
会
に
、
そ
し
て
、
世
界

に
、自
ら
の
「
こ
と
ば
」
を
届
け
、

人
と
人
、
社
会
と
社
会
と
の
繋
が

り
を
構
築
し
、
地
域
社
会
や
国
際

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
養
成

を
目
的
と
し
ま
す
。

　
入
口
は
「
英
語
」
で
す
。
日
本

で
は
義
務
教
育
の
一
環
と
し
て
誰

も
が
学
び
、
ま
た
、
世
界
で
は
、

言
語
が
異
な
る
人
々
の
間
で
よ
く

使
わ
れ
る
「
リ
ン
グ
ワ
・
フ
ラ
ン

カ（
共
通
語
）」で
あ
る
こ
と
か
ら
、

英
語
は
、
最
も
多
く
の
人
と
繋
が

る
言
語
と
い
え
ま
す
。
一
方
で
、

Ａ
Ｉ
の
目
覚
ま
し
い
発
展
は
、
外

国
語
の
習
得
が
不
要
な
程
に
、
瞬

時
に
そ
れ
ぞ
れ
の
話
者
の
母
語
に

移
し
変
え
る
こ
と
を
可
能
に
さ
せ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に
依

存
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
や
が
て

は
Ａ
Ｉ
に
職
を
奪
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
新
学
科
で
は
、
Ａ
Ｉ

を
も
使
い
こ
な
し
、
自
分
の
言
葉

を
紡
き
、
人
と
人
と
の
関
係
性
を

築
い
て
い
け
る
よ
う
な
能
力
を
育

て
ま
す
。
そ
こ
に
求
め
ら
れ
る
の

は
、  E

n
g
lish

 U
ser　

と
し
て
の

「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
国
が
目
標
と

す
る
水
準
の
英
語
力
の
あ
る
高
校

生
の
割
合
は
、
宮
城
県
は
全
国
で

最
低
を
記
録
し
ま
し
た
（
令
和
５

年
度
）。
中
・
高
生
対
象
の
文
部

科
学
省
「
英
語
教
育
実
施
状
況
調

英
語
・
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

人
と
人
、社
会
と
社
会
の
つ
な
が
り
を
構
築

宮城学院女子大学
学芸学部長、教授

　
情
報
や
知
識
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
扱
う
第
三
次
産
業
の
比
重
が
増

し
、
ま
た
人
間
関
係
の
あ
り
方
も

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
る
現

代
の
社
会
で
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ

る
場
面
が
増
え
て
い
ま
す
。
宮
城

学
院
女
子
大
学
は
、
学
芸
学
部
英

文
学
科
を
前
身
に
、２
０
２
６
年
、

英
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科
（
仮
称
・
以
下
「
新
学
科
」
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言
語
そ
の
も
の
の
機
能
や
仕
組
み

に
注
目
し
、
言
語
学
的
見
地
か
ら

こ
と
ば
の
力
に
つ
い
て
学
ん
で
い

く
「
言
語
文
化
」
領
域
、そ
し
て
、

言
語
芸
術
で
あ
る
文
学
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
文
字
言
語
か
ら
造
形

言
語
ま
で
の
幅
広
い
言
語
と
そ
の

伝
達
に
欠
か
せ
な
い
メ
デ
ィ
ア
上

の
そ
れ
ら
の
表
現
を
学
ぶ
こ
と

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
世

界
を
広
げ
て
い
く
「
メ
デ
ィ
ア
文

化
」
領
域
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
柱

と
し
ま
す
。
そ
し
て
、メ
デ
ィ
ア
・

リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
、
発
信

国内ホテルでのインターンシップ。接客英語のみ
ならず、価値観や文化の異なる外国人スタッフと
の協働が貴重な経験となっている


